京都南部地区西ブロック

Ｂ　短期計画(目標と活動)

1． ２００３年共同宣教司牧ブロック司教訪問「信仰教育を一緒に考えましょう」に向けての準備

＜目的＞

１０月１９日に九条教会にて信仰教育についての分かち合いが行なわれますが、その日に参加して

いる人々だけの懇談会とするのではなく、参加する各教会の教会学校担当者と子どもを持つ親達と

教会委員に各共同体の分かち合いの集約を持参してもらい、自分の視点だけではなく、共同宣教

司牧を推進していく視点によって、司教と共にブロック全体を考察していくというねらいを持って

います。

＜参考資料＞

後程、教区から分かち合いのポイントが提案されますが、それと共に西ブロックの現状から考察
したポイントも提案します。それらを整理した形で西ブロック分かち合いガイドを出す予定です。

(復活祭後）

＜方法＞

お互いに２００３年度年頭書簡を理解した上で、分かち合いガイドを参考にしながら、各担当部会
や自主グループなどで分かち合いをし、それを集約して教会委員に提出します。教会委員は西
ブロック委員会でブロックの意見集約と現状分析を行ないます。そして当日は教会学校担当者と
親達の生の意見を聞きながら、分析された共同体の意見も考察する予定です。

２．京都西ブロック平和旬間行事の開催。
＜目的＞

キリスト者がキリストによる平和の視点から世界を捉え、行動することは信仰の本質から考えて
自明なことです。またそれを信仰者の集団である教会共同体において表現する時、時と場所と方法
に関してより有益な方法を模索したり、また共同体構成員が自由意志をもって積極的に参加出来る
表現と方法を考察することは重要なことだと思われます。
これらのことを考慮して、今年度の平和旬間行事は京都西ブロック地域の他教派キリスト教会の
人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行います。
＜意見集約について＞

各教会から実行委員を出してもらい、その人々が窓口委員と討議して判断実行を行います。
窓口委員は西山地区当該教会の一つである桂教会から代表者を選出し、その人々は同じ当該教会で
ある聖公会ステファノ教会と話し合い、話し合いの結果を実行委員と共有し、各教会に情報を提供
します

＜方法＞

３月中に聖公会教会との第１回目の話し合いを行い、共通認識を得ます。いずれにせよ単発行事と

しないために、他教派教会と意見を交換しながら連続した取り組みをしていく予定です。

３．集会祭儀司式者と聖体奉仕者の京都西ブロックとしての養成。

＜目的＞

現在上記２つの奉仕者の養成は年に１回教区にて行なわれています。また自主的に奉仕者の集まり

をしている教会もあります。しかし西ブロックとして一貫性のある養成は行なわれていません。
キリスト者個人がその賜物に応じて信仰表現することは自由ですが、共同体の名においてそれを
奉仕職の役務として表現する場合、公的な信仰表現を学んでいくことは重要なことと思われます。

＜養成内容＞

集会祭儀の司式の訓練や聖体を病床の人々に持っていく意義を考察することにとどまらず、集会
祭儀司式者においては、勧めの言葉を準備する際の聖書釈義や必要な神学、また聖体奉仕者に
おいてはキリストのからだと秘跡全般を考察することを通して、奉仕者各自が信仰者として成長
していくこと目指します。

＜方法＞

復活祭以降の主日において、役員会・担当部署会の開催と重ならないように、ミサ前あるいはミサ
後に設定し、３人の担当司祭が交代で、聖書釈義・秘跡の意味・神学基礎・信仰体験の使用方法
などについて説明し、必要とされる場合は質疑応答します。
４．信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について。

＜経緯＞

昨年をもって、西ブロック４教会５聖堂が従来の主任司祭―信徒会長―信徒会制度から担当司祭団

―教会委員―各担当部署制に移行したことにより、各教会が共通した教会組織を持つことが出来
ました。そこで担当司祭団が担当地域に任命されて役務的に奉仕することと同じように、修道者・
信徒も各自の奉仕職と賜物に応じて、自分の所属する共同体への意識だけに留まらず、地域全体に
奉仕していくことが実感出来る体制となりました。

＜方法＞

当面、昨年より始められたブロック広報（ブロック広報誌ゼフィーロ）とブロック会計を定着
させるために、今年度はよりブロックとしての主体性を実感出来るような活動と意見集約方法の
確立をめざし、そして司祭・修道者・信徒が共同で地域への宣教と活動の見直しが出来るような
ブロック活動をしていく予定です。また各教会共同体の公的ホームページの相互リンクとこの媒体
による広報活動を積極的に推進していきます。

